
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

各事業について、前年度と同程度の参加者を目標とする。

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

―

―

1,289 1,727

沖縄「信濃の塔」追悼式費用及び参列遺族旅費を補

助

補助先（財団法人　長野県遺族会）

2,653 2,425 1,708

170 250

387 387 387

合計 8,297 7,283

46人 未達成 ―

850人 868人 達成

未達成115人 110人 109人

27人 50人

7,294

　先の大戦における戦没者を追悼すること及び戦没者に慰霊の誠をささげることをもって、世界の恒久平和を祈念する。

　追悼式を行うことにより、県民が戦没者に思いを馳せ、また平和の尊さを改めて認識する良い機会となっている。

成果目標の達成状況

項目

長野県戦没者

追悼式参加人数

全国戦没者追悼式

参加人数

沖縄「信濃の塔」

追悼式参加人数

事業番号 04 05 02 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 戦没者慰霊事業戦没者慰霊事業戦没者慰霊事業戦没者慰霊事業
担

当

課

部局 健康福祉部

４　社会的援護の促進 実施期間 S39 ～

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

　先の大戦により、公務のため国に殉じた本県出身戦没者に対して、県が主体となり県民をあげて

追悼の誠をささげ、平和を祈念する必要があるため。

課・室 地域福祉課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

全国戦没者追悼式 直接

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

長野県戦没者追悼式 直接

本県出身戦没者を慰霊するため、県主催にて追悼式

を実施

3,358 3,012 3,222

慰霊巡拝事業 直接

政府主催の海外慰霊事業及び郡市主催の戦没者追

悼式等に知事名で供花料を支出

250

政府主催の全国戦没者追悼式に本県代表遺族を派

遣

1,649

沖縄「信濃の塔」追悼式 補助金

9,059 8,297 7,294

合計（A) 7,182

沖縄「信濃の塔」維持管理 委託

本県が所有する沖縄「信濃の塔」周辺を良好な状態で

の維持管理を実施

委託先（財団法人　沖縄県平和祈念財団）

7,294

840人

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 7,182

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

9,059 8,297

概　算

人件費

1.00 1.00 1.00 1.00

8,258

6,736 8,181 7,283

8,258

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　高齢化により遺族数は減少しているが、県を挙げて先の大戦による戦没者に慰霊の誠をささげ、平和を祈念する必要があることから、当

面現行のとおり事業を実施していく。

目標に対

する成果

の状況

　高齢の遺族の方が体調不良等により当日欠席となったため、目標を下回る参加人数となった。

 概算事業費（B（A）+C） 14,994 16,439 15,541 15,552

8,258 8,258

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

7,182 9,059 8,297 7,294


